
様式第４３号
道　路　工　事　等　保　安　施　設　記　録　簿
	路　　線　　名
	
	事　　業　　名
	
	監督員職氏名
	

	位　　　　　置
	
	行　　為　　者
	
	現場代理人
	

	確認事項
	警戒標識
	規制標識
	指　示　標　識
	そ　　　の　　　他
	確　認　欄
	備　　　　考

	
	道路工事中
	
	
	通行止
	車両通行止
	片側通行止
	
	この先　　　ｍ
	この先　　　ｍ
	この先　　　ｍ
	工事中
	
	迂回路
	バリケード
	セフティーコーン
	チューブライト
	赤（黄）色保安灯
	回転灯
	
	施設の設置状況に
ついて確認者の氏
名を記入のこと　
	　　　　　

	番 号
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	〇印内数字は設置位置図面対象番号

	設置数量
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	各標識等の総設置数量を記入

	上記のうち木製品数量(A)
	( )
	( )
	( )
	( )
	( )
	( )
	( )
	( )
	( )
	( )
	( )
	( )
	( )
	( )
	( )
	( )
	( )
	( )
	( )
	
	上記数量のうち木製品数量(A)を記入

	木製品内訳
	(A)のうち国産材(B)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	木製品(A)のうち、国産材数量(B)を記入

	
	(B)のうち県産剤(C)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	国産材数量(B)のうち、県産材数量(C)を記入

	（記載例）
〇月×日
	20
	
	
	2
	2
	
	
	4
	4
	
	3
	
	2
	6
	8
	1
	2
	2
	
	松江太郎
	確認日と確認した設置数量を記入

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


  注　保安施設記録簿並びに配置図は、工事期間中は常に工事現場に備えておかなければならない。
      週初めの現場作業前と週終わりの現場作業後には保安施設を確認すること。（工事及び規制区間が日々変わる場合には毎日の作業後）
　　　当初請負金額（税込み）が250万円未満の工事で作成した本記録簿は竣工検査時の提示は不要


